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1．社⻑メッセージ

ＣＳＲサイトレポートを発⾏するにあたり⼀⾔ご挨拶申し上げます。
2024年7月1日、株式会社レゾナック（REC）は、国内子会社である株式
会社レゾナックHD山形を通じて、ハードディスク（HD）事業を吸収分割し、
国内事業を⼀つの会社、株式会社レゾナック・ハードディスク（RHDC）として
再編成しました。この新たな体制により、HD事業はRHDCとして、メディア製造
を⾏う市原（RHDI）、アルミ基板前工程を担う小山（RHDO）、および
アルミ基板後工程を担当する山形（RHDY）から構成され、⾰新と効率化を
追求する新たなスタートを切りました。
この取り組みは、コスト競争⼒の向上、組織のコンパクト化によるコミュニケー

ションの円滑化、そして意思決定の迅速化を目的としています。具体的には、
RHDYにおけるメディア製造工程を停止し、市原とシンガポールに製造を集約
することで、効率的な⽣産体制を確⽴しました。
RHDYはアルミ基板工場として新たな役割を担う⼀方で、SiCパワー半導体向けのSiCエピウェハーの後工程⽣産

をデバイスソリューション事業部からの委託により開始する準備を進めています。
このように、RHDYはHD向けアルミ基板とパワー半導体向けSiCエピウェハーという⼆つの異なる製品の後工程を担

い、主⼒⽣産拠点として「安全・安定操業、環境トラブルゼロ」を事業継続の基本理念として掲げています。
RHDOは、HD向けアルミ基板の⽣産、特にメッキ工程において重要な役割を果たしており、RHDYおよび当社マレ

ーシアのアルミ基板工場（RHDM）へのメッキ基板供給を通じて、持続可能な⽣産体制を支えています。
ハードディスクドライブ（HDD）は、半導体メモリーと⽐較して記録密度あたりのコスト、消費電⼒、発熱量が低い

という特⻑を持ち、データセンターにおける省電⼒化や低炭素化に貢献することが期待されています。RHDOは、高
記録密度化に必要な基板製造技術を先駆けて開発する重要な拠点として、データセンターで使⽤されるニアライン
HDD（NL-HDD）の高記録容量化に⼤きく寄与しています。
今後も、良き企業市⺠としてCSR活動を推進し、安全で安心、快適かつ環境負荷の少ない持続可能な低炭素社
会の実現に向けて、事業を⼒強く推進してまいります。

代表取締役社長 真壁 保志
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RHDC山形工場は、開業以来、「安全・安定操業、環境トラブルゼロ」を工場
運営の根幹に据え、活動しております。
工場運営にあたり、お客様、サプライヤー様、地域の皆さま、社員並びに関係各

位の日頃のご支援、ご協⼒に深く感謝申し上げます。
当工場は2024年よりハードディスク⽤アルミ基板の専門工場となり、業界最高

容量クラス向けの製品を供給しております。また、IoTとAIを駆使したスマート・ファ
クトリーを推進し、省⼈化と高い品質・⽣産性を兼ね備えた工場運営を実施して
おります。
今後はSiCパワー半導体向けのSiCエピウェハー後工程⽣産をデバイスソリュー

ション事業部からの委託により開始することとなり、現在３番館の建設を進めて
おります。山形工場はこのようにHD向けアルミ基板とパワー半導体向けSiCエピ
ウェハー後工程という⼆つの異なる製品の主⼒⽣産拠点を担ってまいります。
今後も、社員⼀⼈ひとりの意識と⾏動により、レゾナックグループの企業理念である「化学の⼒で社会を変える」をパーパ

スとし、事業部方針でありますBIC(Best-In-Class)の品質・⽣産性・コストの達成により、環境負荷の少ない製品とモノ
づくりの技術を世界に向けて発信し、安全で安心、快適かつ環境負荷の少ない持続可能な低炭素社会の実現に向けて
工場運営を推進してまいります。
本レポートをご覧いただき、わたくしたちの取り組みへの忌憚のないご意⾒をお聞かせくださいますようお願い申しあげます。

取締役山形工場⻑ 杉沼 英治

2．⼯場⻑メッセージ

RHDC小山工場は、「安全・安定操業、環境トラブルゼロ、コンプライアンスの
遵守」を工場運営の根幹に据え、活動しております。
工場運営において、お客様、サプライヤー様、地域の皆さま、協⼒企業様、社員

並びに関係各位の日頃のご支援、ご協⼒には深く感謝申しあげます。
当工場はグローバルに展開するレゾナックグループのハードディスク事業における

重要な⽣産拠点として、ハードディスク⽤アルミニウム基板の開発・⽣産をしており
ます。昨今、様々な需要により⽣成されるデータ量が増加していることから、ハード
ディスクの高容量化、信頼性の向上、コストダウンが求められており、それに応え
られるアルミニウム基板の開発・⽣産に取り組んでおります。
当工場では、高記録密度化に必要な基板製造技術を世界に先駆けて開発、

⽣産し、データセンターで使⽤されるニアラインハードディスクドライブ（NL-HDD）
の高記録容量化に⼤きく貢献しております。
今後も皆さまとの共創により当社らしい価値を提供し続けることで、社会と共に持続的な成⻑を目指していきます。

また、化学メーカーとして、安全・環境・品質などの視点から責任ある工場運営を心掛け、『安全とコンプライアンスはすべて
に優先する』という信念を持って、安全⽂化の醸成と各種事故の根絶に取り組み、社会の持続可能な発展に貢献してま
いります。
本レポートをご覧いただき、わたくしたちの取り組みへの忌憚のないご意⾒をお聞かせくださいますようお願い申しあげます。

取締役小山工場⻑ 佐々 達樹
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3．会社概要

【株式会社レゾナック・ホールディングス】

◆株式会社レゾナック・ハードディスク◆
＜株式会社レゾナックの100%子会社＞

■ 設⽴
■ 資本⾦
■ 従業員
■ 所在地

■ 事業内容

ハードディスクメディア

■ 設 ⽴
■ 資本⾦
■ 従業員
■ 本社所在地
■ 売上高

２００９年（平成２１年） ５月２２日
４５０百万円 （２０２５年１月１日現在）
社員︓５２８⼈ （２０２５年３月３１日現在）
本社・市原工場 ︓ 〒２９０－００６７ 千葉県市原市⼋幡海岸通５番地１
山形工場 ︓ 〒９９９－３７０１ 山形県東根市⼤字東根甲５４００番地２
小山工場 ︓ 〒３２３－８６７８ 栃木県小山市犬塚１丁目４８０番地
磁気記録⽤ハードディスクメディア・基板の研究開発、製造及び販売

１９３９年（昭和１４年） ６月
１８２,１４６百万円（２０２４年１２月３１日現在）
グループ連結︓２３,９３６⼈（２０２４年１２月３１日現在）
〒１０５－７３２５ 東京都港区東新橋１－９－１ 東京汐留ビルディング
グループ連結︓１兆３,９１５億円 （２０２４年１２月期）

【株式会社レゾナック】
■ 設 ⽴
■ 本社所在地
■ 事業内容

１９６２年（昭和３７年）１０月
〒１０５－７３２５ 東京都港区東新橋１－９－１ 東京汐留ビルディング
半導体前工程材料、半導体後工程材料、ハードディスク、SiC、⾃動⾞部品、アルミ機
能部材、基礎化学品、⿊鉛電極、リチウムイオン電池材料、機能性化学品、樹脂材料、
コーティング材料、セラミックス

• サイトレポートの報告対象範囲
(株)レゾナックHD山形としての２０２４年１月〜 ６月、（株）レゾナック・ハードディスク山形工場／小山工場としての２０２４年
７月〜１２月を対象期間とし、対象範囲は、山形サイト及び小山サイトです。
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4．⼯場概要

◆株式会社レゾナック・ハードディスク 小山⼯場◆

◆株式会社レゾナック・ハードディスク 山形⼯場◆

■ 設⽴
■ 工場⻑
■ 従業員
■ 所在地
■ 事業内容

■ 設⽴
■ 工場⻑
■ 従業員
■ 所在地
■ 事業内容

２００９年（平成２１年） ７月
杉沼 英治
社員︓１５０⼈、協⼒会社︓１１１⼈ （２０２５年３月３１日現在）
〒９９９－３７０１ 山形県東根市⼤字東根甲５４００番地２
ハードディスク基板の製造・販売
SiC製造（基板フライス加工・エピ結晶成⻑） ２０２６年⽣産開始予定

１９８９年（平成元年） ６月
佐々 達樹
社員︓７２⼈、協⼒会社︓２３０⼈ （２０２５年３月３１日現在）
〒３２３－８６７８ 栃木県小山市犬塚１丁目４８０番地
ハードディスク基板の製造
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5．⼯場方針

2024年 RHDY事業所方針

◆山形工場◆

「Action」 〜 次のステップへ

■HDアルミ基板の戦略拠点として⾛⼒を結集し、ＢＩＣ品質・⽣産性・
コスト実現を通じ、ＨＤ事業を支える

■事業所の未来を⾒据え、新規ＳｉＣ事業の運営基盤を構築する
安全感度の更なる⼯場
ＢＩＣ品質・⽣産性コストの実現
コミュニケーションの活性化（報・連・相と情報発信）
事業基盤の強化（コンプライアンス・省⼒化・環境負荷低減）
安全とコンプライアンスは全てに優先し、安全⽂化の醸成と事故の根絶に取り組み、労働災害を
防止することで、工場の安全安定稼働を実現する。

◆小山工場◆

成⻑を確実に実現する事業に向けた⾜場固め
無事故・無災害の継続
・『安全は全てに優先する』という意識を定着化させ、安全管理の徹底確⽴、環境トラブル
ゼロを継続

・コンプライアンスの遵守、サステナビリティ計画の⽴案・実⾏

ＢＩＣ品質の確⽴
・ＢＩＣ品質・⽣産性を追求し、内製メディアと勝負できるコスト・付加価値の実現

 耐熱基板の安定量産
・技術イノベーションによって顧客、社会の潜在ニーズを先読みし、解決する

枠を超えるコミュニケーションの活性化
・組織間、顧客、サプライヤー、協⼒企業との共創によるシナジー最⼤化
・需要変動に機敏で柔軟な対応ができる製・販・技⼀体化︓ＨＤ⽂化の醸成



山形拠点
シンガポール拠点

マレーシア拠点
小山拠点

千葉拠点

６．マネジメントシステム

■ 顧客満⾜度の向上を目指した活動
1. お客様とよりよい関係の構築
・各場面(開発/量産/出荷先)で顧客との定期打合せにより、品質状況を共有し、要求事項に対応しています。

参加組織内容打合せ名

当社開発部門・新機種設計仕様と目標達成度の確認
・市場品質状況、市場要求事項の確認

開発コラボ会議

当社品証部門(各製造拠点)
当社プロセス改善部門

・量産状況確認と品質課題への対応
・継続的改善活動

量産コラボ会議
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BIC practice – 拠点相互
に良いところ取りの⽔平展開

Best In 

Class 

活動

顧客品質
状況

基板品質
状況

障害例
に学ぶ
予防策

製造改善
情報

定期品質
比較

定期拠点
集会

障害事例共有化データベースを⽤いた
全拠点への改善策、予防策展開

■品質マネジメントシステムの維持強化
(業務方針、方向の明確化と進捗管理)

1. 品質方針
・方針は以下の通りトップダウンにより展開し、周知徹底を図っています。
㈱レゾナック ハードディスク事業部運営方針及び実⾏計画等
⇒工場⻑方針⇒各部方針⇒全従業員

2. 業務遂⾏の重要ポイント
・各部における重要な業務プロセスを明確にします。
・更に、その業務と各部とのかかわりも明確にしています。
・実績検討会や⽣産会議の場で、トップへ報告を⾏います。

3. 国際規格ISO9001の取得
・２０１０年１月に品質マネジメントシステムの国際規格ISO９００１
の認証を取得しました。２０１６年１月には小山基板工場を統合し、
磁気ディスク装置⽤のアルミニウム基板とメディアの開発、製造、販売へ
拡⼤。２０２４年1月にはメディアを他拠点へ移管し、アルミニウム基板
に特化した組織として認証を維持しています。

認証番号 ︓ＱＣ０９Ｊ００７６
登録日 ︓２０１０年１月６日
認証機関 ︓株式会社日本環境認証機構（ＪＡＣＯ)

2. お客様の満足とさらなる安心をめざす安定品質の提供
・ 基板のマザー工場として、初回認定を受けた後、他拠点のセカンド認定と量産時の改善の支援を⾏っています。
・ 全製造拠点間で媒体に関する顧客品質状況や主な基板供給拠点間での製造品質・改善情報の共有により、品質格差の
低減と顧客品質問題に対する先取り対策を水平展開しています。この活動はレゾナックグループのハードディスク事業における
全体活動として⾏われており、Best in Class活動と呼ばれています。

他拠点 との連携
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労働安全衛⽣・環境マネジメントシステムの構築
【労働安全衛⽣・環境方針】



統括責任者
（取締役 ⼯場⻑） 内部監査チーム

管理責任者

マネジメント委員会

事務局

各部門（活動の実施）

安全衛⽣委員会
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労働安全衛⽣・環境マネジメントシステム

＜環境マネジメントシステム＞
・認 証 規 格︓ ＩＳＯ１４００１︓２０１５

（ＪＩＳ Ｑ １４００１︓２０１５）
・登 録 番 号︓ １２ＥＲ・８６２
・初回登録日︓ ２００９年１１月２５日
・認 証 機 関︓ 高圧ガス保安協会 ＩＳＯ審査センター

（ＫＨＫ-ＩＳＯ Ｃｅｎｔｅｒ）

㈱レゾナック・ハードディスク 山形工場・小山工場は２００９年１１月に「環境マネジメントシステム」の認証を取得しました。
「労働安全衛⽣マネジメントシステム」は２０２１年１月にＯＨＳＡＳ１８００１よりＩＳＯ４５００１の認証への移⾏が
完了しました。⼆つのマネジメントシステムを統合した運営を⾏い、効率的な活動を展開しています。

＜労働安全衛⽣マネジメントシステム＞
・認 証 規 格︓ ＩＳＯ４５００１︓２０１８

（ＪＩＳ Ｑ ４５００１︓２０１８）
・登 録 番 号︓ ２１ＨＲ・０２３
・初回登録日︓ ２０２１年１月２９日
・認 証 機 関︓ 高圧ガス保安協会 ＩＳＯ審査センター

（ＫＨＫ-ＩＳＯ Ｃｅｎｔｅｒ）

環境活動に関しては、各部門において環境負荷低減を
推進しています。

労働安全衛⽣活動に関しては、職場の各部門内の小グ
ループにて危険リスクを抽出し、危険源の排除活動を⾏い、
安全で快適な職場環境を実現しています。

これらの活動はマネジメント委員会にて審議され、活動の
スパイラルアップを⾏う体制としています。

定期的に実施される内部監査や外部審査により、労働
安全衛⽣・環境活動の運⽤状況や継続的改善の状況につ
いてチェックしています。

労働安全衛⽣・環境マネジメント組織
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当社は製品を提供するために、さまざまな原材料を調達し、燃料・電⼒などのエネルギーや水資源を使⽤しています。また、
⽣産活動に伴って発⽣する環境負荷の低減活動を積極的に⾏っています。

7．環境負荷の概要

INPUT OUTPUT

原料・副資材

【製品】

株式会社レゾナック･ハードディスク

※ゼロエミッション達成中︓ 定義は埋⽴処分量が廃棄物発⽣量の０．５％以下であること。

＜小山工場（栃木県小山市）＞

＜山形工場（山形県東根市）＞

※集計対象期間︓２０２４年１⽉１⽇〜２０２４年１２⽉３１⽇

＜山形工場＞
エネルギー︓248,658GJ
・購⼊電⼒︓ 20,597 千kWh
・重油︓ 1,253 ㎘
・LPG︓ 3ｔ

＜山形工場＞
水資源︓ ６３．３万㎥
・上 水 道 ︓ 3,343㎥
・工業⽤水︓ 629,573㎥

【⼤気排出】（エネルギー起源のみ）

＜山形工場＞

CO2排出量︓11,662t-CO2

＜小山工場＞

CO2排出量︓13,456t-CO2

【排水】
＜山形工場＞
公共⽤水域︓ ５１．１万㎥

（河川）
下水道︓ １．３万㎥

＜小山工場＞
公共⽤水域︓ ９７．７万㎥

【廃棄物】
＜山形工場＞
再資源化量︓ １，５５１ ｔ
埋⽴処分量︓ ０ ｔ
事業系⼀般廃棄物量︓ ３ ｔ
＜小山工場＞
再資源化量︓１１，４００ｔ
埋⽴処分量︓ ０ｔ
事業系⼀般廃棄物量︓６０ｔ

【有価物】
＜山形工場＞
有価物量︓ １５３ ｔ
＜小山工場＞
有価物量︓ ２４９ ｔ

＜小山工場＞
エネルギー︓255,901GJ
・購⼊電⼒︓ 20,426 千kWh
・蒸気︓ 29,690 ｔ
・ガソリン︓ 0 ㎘

＜小山工場＞
水資源︓１８１．６万㎥
・地下水︓ 1,816,831㎥
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8．地球温暖化対策

9．廃棄物対策

エネルギー起源CO2の排出量削減

照明を消す、減らすなどの⼀般的な省エネルギー推進、LED照明やインバーター機器などの省エネルギー設備への切
り替え、製品の収率やスループット向上等の⽣産効率向上により、エネルギー起源のＣＯ２排出量の削減に取り組ん
でいます。
今後、燃料転換や再⽣可能エネルギーの活⽤などによる更なるＣＯ２排出量の削減に取り組み、レゾナックグループ

のカーボンニュートラル目標達成に貢献していきます。

山形工場は、2023年にメディアの⽣産を終了し、基板専業工場となりましたので、メディア⽤設備の停止などにより
エネルギー使⽤量が⼤幅に減少しました。2024年の目標はメディア工場から基板専業工場への移⾏期のもので、
クリーンルームの部分停止など積極的に対応した結果、エネルギー使⽤量の⼤幅な削減につながりました。
小山工場も2023年はメデイアの需要減に伴う低操業でしたが、2024年からは旺盛な需要により⽣産量が良そうを

上回ったことなどにより、エネルギー使⽤量は目標を上回る結果となりましたが、⽣産枚数あたりの原単位は目標通りの
値を維持しています。

廃棄物削減

製造工程の排水を処理することにより発⽣する汚泥、工程で使⽤する部材や副資材の容器や包装材料などの廃プ
ラスチック、使⽤済みのメッキ廃液等が主な産業廃棄物となりますが、排水処理方法の検討、納⼊荷姿や容器の⾒直
し、メッキ工程の最適化などで廃棄物発⽣量の抑制に取り組んでいます。
また、廃プラスチック類の分別を継続的に⾏うなど、廃棄物の有価物化に積極的に取り組み、廃棄物発⽣量の削減

に努めています。
廃棄物の処理については、再資源化可能な業者を優先的に選択することで、低い埋め⽴て率を維持するように努め

ています。

項目 単位 2024年
目標

2024年
実績

2023年
実績

2024年
目標

2024年
実績

2023年
実績

エネルギー使⽤量 原油換算㎘ 7,875 6,415 9,039 6,053 6,950 6,114

CO2排出量 t-CO2 16,062 11,662 18,056 12,226 13,456 12,350

原単位 t-CO2／万枚 3.4 2.4 5.3 1.7 1.7 2.8

小山工場工場区分 山形工場

項目 単位 2024年
目標

2024年
実績

2023年
実績

2024年
目標

2024年
実績

2023年
実績

廃棄物発⽣量 ｔ 1,248 1,555 1,248 10,251 11,400 7,298

原単位 ㎏／万枚 260 317 364 1,424 1,399 1,676

有価物量 ｔ ― 153 157 ― 249 217

山形工場 小山工場工場区分
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10 ．環境に関わる法規制の順守状況
⽔質関係

＜語句説明＞

・水素イオン濃度(pH)
水の酸性、アルカリ性を表わす指標。 中性の水だとpH＝7

・⽣物化学的酸素要求量(BOD)
微⽣物が水中の有機物を分解する際に使⽤する酸素の量

・浮遊物質量(SS)
水中に浮遊している直径2mm以下の粒子状の物質

水質汚濁防止法の規制値を厳守するために、山形工場では山形県の条例基準値よりも、小山工場ではレゾナック小山事業
所との協定値よりも厳しい⾃主基準値を設定し管理しています。
両工場とも、⾃らの管理系外へ排出する際には、水素イオン濃度（pH）の常時監視を⾏い、水質基準に合わない水が流出

させないしくみを構築し、運⽤しています。

【山形⼯場】 【小山⼯場】
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山形工場には⼤気汚染防止法に関連する設備として、空調⽤のボイラー、吸収式冷凍機のばい煙発⽣施設を設置しています。
⼤気汚染防止法に基づく定期測定の結果、環境負荷物質の排出量は法規制値を⼤幅に下回る低い水準を維持しています。
各機器では、最適な燃焼効率となるように適宜調整を⾏っています。また、冬期間は外気を活⽤したフリークーリングシステムを積極

的に利⽤することで吸収式冷凍機運転停止による、ばい煙発⽣の抑制に努めています。

大気関係

・ばいじん︓ ばい煙の⼀種で、すすや燃えかすの
固体粒子状物質。

・硫⻩酸化物︓⽯油や⽯炭などの化⽯燃料を燃焼
するときに排出される物質。

・窒素酸化物︓光化学オキシダントの原因物質で硫
⻩酸化物と同様に酸性⾬の原因と
なっている物質。

煙道のばい煙濃度計により、常時ばい煙の状態を
監視しています。

硫⻩酸化物の濃度を抑制するために、燃料中の
硫⻩成分が少ないＬＳＡ重油を使⽤しています。
※ＬＳＡ重油︓Low Sulfur Ａ重油

燃焼温度を管理し窒素酸化物の濃度を適正に
管理しています。



11．労働安全衛⽣

山形⼯場の取組み ~下記方針のもと各種活動を展開~
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小山⼯場の取組み
安全巡思

安全⾏動規範の安全⾏動10則の唱和

１．活動方針
・労働安全衛⽣マネジメントシステムの継続的な改善による労働災害防止に努めます。
・労働安全衛⽣に関する法令、規制を順守すると共に、社内規程を順守します。
・従業員の健康保持・増進を図ります。

２．年間重点実施事項
（１）安全関係

・リスクアセスメントを活⽤した安全衛⽣活動の徹底
・職場巡視の定期実施及び指摘事項の改善

（２）衛⽣関係
・健康診断結果に基づく事後措置、保険指導の実施
・ストレスチェック調査結果に基づく改善支援

『 ヒヤリハット提案システム』での情報共有化

現場の声を、ただ集めるだけで終わらせないために、ウェブ画面から
の⼊⼒内容を即座にデータベース化し、蓄積された情報のは公開・
分析を通じて、現場改善に結びつくようにしました。さらに、ヒヤリ発⽣
箇所の位置情報選択機能により、「どこで起きたか」が⼀目で把握
でき、情報共有がスムーズになりました。加えて、過去1週間に受付
けたヒヤリハット事例を全従業員へメール配信することで、リアルタイム
な注意喚起と未然防止の意識向上を実現しました。

毎月安全衛⽣委員会のメンバー＋協⼒企業メンバー
により各職場の安全状態を点検しています。不具合点は
改善を進め、良い点はGood Pointとして紹介し働く⼈の
モチベーションを高められるように努めています。また現場で
働いている⼈たちの意⾒を直接聞くことで、よりよい関係性
を築き、共に安全活動を推進しています。

安全⾏動10則の唱和 製造グループ朝会風景

安全衛⽣委員の「安全は全てに優先する!!」の掛け声と
ともに、毎朝安全⾏動10則の唱和を実施しています。

また製造グループでは、⼀緒に働く協⼒会社メンバーも含
めて「手を出すな 止めろ 離れろ 安全確認!!」の⾏動規範
の唱和を⾏い、安全⾏動の意識を高めています。

安全成績 山形工場 小山工場
休業 １件 ０件
不休業 １件 ０件

３５万時間 ４９４万時間

　　　労災発⽣件数

２０２４年実績

無災害労働時間(2025年1月末時点)
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『健康だより』の定期発⾏

12．心と身体の健康づくり

健康な毎日を過ごすためには、食事・睡眠・運動の3つの要素が
⼤切です。⽣活習慣病の主な要因は偏った食事、運動不足、喫
煙、過度の飲酒とストレスなどの⽣活習慣と環境が積み重なると、
発症のリスクが高くなります。いつまでもハツラツと元気に働くためには
病気の予防と日頃の健康づくりに取り組むことが⼤切です。
健康管理室では体と心の健康のために必要な健康情報を提供

し、健康意識を高めていくために毎月１回「健康だより」を発⾏して
います。今後も健康づくりに有効で健康管理に役⽴つ、興味深い
情報提供をおこなっていきます。

当社では2015年より日頃の運動不足の解消、運動習慣の定
着化、⽣活習慣病予防・改善のために『社内運動』活動を実施し
てきました。月１回昼食後の15分間に外部の健康運動指導士の
指導を受けながら⼀⻫に実施しています。毎月運動テーマを検討
し効果的な運動を時期に合わせて実践することで業務の活性化に
もつながっています。運動を含め身体活動を増やすことは、⽣活習
慣病やメンタルヘルス不調の予防等健康効果も高いことから今後
も従業員のヘルスリテラシー（健康意識）を向上させるために社
内の健康づくりを継続的に取り組んでいきます。

社内の健康づくり 『社内運動』の取り組み

『メンタルヘルスセルフケア』セミナーの開催

『メンタルヘルスセルフケア』セミナーを精神科専門医を招き、12
月5日に開催しました。日々の仕事と⽣活のなかで⽣じるストレスと
の付き合い方、心身の不調に対する向き合い方や受け取り方、コ
ンデションの整え方などを学びました。研修後参加者からは、ストレ
スについての理解が深まり、悩みの原因は「できごと」ではなくその⼈
の「受け取り方」にあるとの考え方を再認識したとの声が多く聞かれ
ました。 何かいつもと違う体やこころの不調は、早めに気づいて改
善策を講ずれば、日常⽣活や仕事への悪影響を最小限にとどめる
ことができるため、今後も継続して取り組んでいきます。
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13．社会との関わり

小山⼯場の取組み

事業場周辺清掃活動への参加

小山工場では、美化活動の⼀環として、年2回工場周辺の⼀⻫清掃
を実施し、景観維持に努めています。近隣住⺠の方との調和を⼤切に、
今後も継続的に工場周辺の環境整備に尽⼒します。

献⾎への協⼒

山形県内では輸⾎⽤⾎液製剤の需要が近年急激に増加しています。
そのため毎年、東根市の協⼒依頼を受け、日本⾚⼗字社の⾎液事業
（献⾎）に協⼒しています。構内で移動献⾎⾞による献⾎を年１回実
施しており、毎年献⾎に協⼒しています。これからも、日頃の体調管理に
気を配り私たちの⾎液を１⼈でも多くの方に役⽴てていただけるよう、協
⼒してまいります。

『第21回 果樹王国ひがしねさくらんぼマラソン大会』への協⼒

6月2日(日)に、全国から8,426⼈のランナーを迎え、第21回「果樹王
国ひがしねさくらんぼマラソン⼤会」が開催されました。レゾナックからも、ラン
ナーとしてボランティアとして多くの皆さまに参加いただきました。また開会式
では、特別協賛しているレゾナックＨＤ山形（以下RHDY）*を代表し
工藤事業所⻑よりレゾナックのアピールとランナーの皆さまへエールを贈って
いただきました。

果樹王国ひがしねさくらんぼマラソン⼤会は、マラソンを通じて、さくらんぼ
⽣産量日本⼀・さくらんぼの王様「佐藤錦」発祥の地である山形県東根
市を全国にアピールし、参加したランナーの皆さまには「最高のおもてなし」
で歓迎し、最高の思い出を作っていただく⼤会です。

レゾナックから参加したランナーの皆さまからも、沿道での⼤声援や、さくら
んぼを食べながら⾛る楽しさ、レース後半での冷たいおしぼりなど、最高の
おもてなしが詰まったマラソン⼤会で楽しかったと感想をいただきました。この
冷たいおしぼりは、RHDYのボランティアの皆さまが、早朝から4,500枚のタ
オルを氷で冷やし準備したもので、ランナーの皆さま⼀⼈⼀⼈に手渡ししリ
フレッシュを提供していただきました。ランナーの皆さまから「いつもありがとう
ー︕」「おしぼり最高︕」と多くの感謝の⾔葉をいただいていますので、他の
マラソン⼤会では体験できない「冷たいおしぼり」の提供は今後も続けてい
きます。 ＊2024年6月2日時点での社名で記載
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14．従業員との関わり

『交通安全県⺠運動』への協⼒

オフィスリノベーション活動

小山⼯場の取組み

春と秋に山形県下⼀⻫に交通安全県⺠運動が展開されます。当社
でも従業員向けに⼣暮れ時と夜間の歩⾏中、⾃転⾞乗⽤中の交通
事故防止推進や、道路横断時・交差点における交通事故防止などの
交通安全啓発活動として、交差点と正門で交通安全指導を⾏いまし
た。

・春の交通安全県⺠運動 （2024年4月 6日〜4月15日）
・秋の交通安全県⺠運動 （2024年9月21日〜9月30日）

緊急事態訓練の実施

小山工場では種々の化学品を使⽤していますが、地震や火災などの
⾃然災害により起こり得る緊急事態を想定した訓練を毎年実施してい
ます。協⼒会社、サプライヤーの皆さまにもご協⼒頂き、緊急時にも適
切な対応ができるように努めています。

⻑期停⽌前のミニ安全大会

⽣産ラインは5月、8月、12月の連休以外は昼夜連続で稼働してい
ます。連休時には計画的に普段できないメンテナンスや⼤がかりな工事
が⾏われるので、災害が発⽣しないように担当者が集まって工事内容
の情報共有と災害ゼロを宣誓します。

年に1回の小山事業所合同防災訓練

毎年小山事業所と合同で防災訓練を⾏います。事業所内で働く
100名以上の⼈が参加をします。災害が発⽣した場合に備えて、連
絡体制、避難経路、集合場所などの確認を⾏います。

社内コミュニケーションの活性化を目的として、事務所内の空きスペー
スを活⽤したオフィスリノベーションを実施しました。新たに設けたスペー
スは、1on1ミーティングや少⼈数での打ち合わせ、気軽な雑談や業務
相談など、さまざまなシーンでご利⽤いただいており、部署や⽴場を越
えた交流の場としても活⽤されています。今後も、社員同士のつながり
を深め、円滑なコミュニケーションを促進するための取り組みを積極的に
進めてまいります。
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